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                   「大江戸線12駅見学ﾂｱｰへのお誘い」                            石村誠人

「大江戸線12駅見学ﾂｱｰ＆ｾﾐﾅｰ」とは？（ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ駅と地下鉄美術館）
大江戸線の環状部26駅は、ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ･ｺﾝﾍﾟ方式で、77の応募者の中から選ばれた新進気鋭の15建築家により、駅周辺の歴史・文化を取り入れたﾃｰﾏをもとに、個性的な駅舎ﾃﾞｻﾞｲﾝや様々な意匠が施されており、いわば「ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ駅」です。また、各駅改札口付近には、企業等の全額寄付により、350を超す多数の応募作品の中から、ｺﾝﾍﾟ等により厳正に選ばれた質の高いﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ作品が設置されており、いわば年中無休の「地下鉄(現代)美術館」といわれています。
ﾊｰﾄﾞ面では、都市ｲﾝﾌﾗ（既存地下鉄路線、電気、ｶﾞｽ、上・下水道、電話など）の下を掘り下げるために、六本木駅（42ｍ）や飯田橋駅（38ｍ）に見られるように極めて深い駅が多く、難工事の連続でした。また、経済的に建設するためにﾄﾝﾈﾙ断面積を既存路線の約半分にし、三心円･四心円泥水式ｼｰﾙﾄﾞ工法を採用しています。また、経費節約のために公道下を出来るだけ多く通過するべく急ｶｰﾌﾞ・急坂に強い鉄車輪式ﾘﾆｱ･ﾓｰﾀｰ車両を採用するなど、数々の工夫を凝らしています。これらﾊｰﾄﾞ面に対し、2000年と2001年に土木学会・技術賞が授けられています。
ｿﾌﾄ面に対しては、特に優れたﾃﾞｻﾞｲﾝの選抜10駅（新宿西口駅・牛込神楽坂駅・飯田橋・春日駅・森下駅・清澄白河駅・大門駅・赤羽駅・麻布十番駅・国立競技場駅）に対して、2001年にｸﾞッﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ賞（金賞）、SDA賞（入賞）が、また建築家・渡辺誠氏が設計した飯田橋駅に対して、ｲﾝﾀｰ･ｲﾝﾄﾗ･ｽﾍﾟｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ賞（大賞）、日本建築家協会・新人賞、2002年に日本建築学会賞、2003年に建築設備綜合協会・最優秀賞、汐留駅のｱｰﾄ作品「日月星花」（高橋節郎・原画）に対して第1回ﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ大賞（国土交通大臣賞）など、数々の賞が授けられています。（※ｸﾞッﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ賞とSDA賞の応募書類は、渡辺誠氏と私が共同で、ﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ大賞は、私が書きました。）
　　私は、平成11年4月から５年余、大江戸線環状部に関与し、このﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄの寄付金集めとｱｰﾄ作品の選定・設置に従事しました。経済不況下での寄付集めは大変でしたが、なんとか全駅にｱｰﾄ作品(計29点)を設置する寄付金を集めることに成功しました。ｱｰﾄ作品の作家は、高橋節郎・片岡球子の文化勲章受賞者や伊藤隆道・矢萩喜従郎・渡辺豊重・五十嵐威暢・飯塚八朗等の個性的実力派から無名作家までとﾊﾞﾗｴﾃィｰに富んでいます。さらに韓国籍（趙慶姫・金昌永）とﾍﾞﾙｷﾞｰ籍（ﾙｲ･ﾌﾗﾝｾﾝ）を加えました。また、従来の大壁画27点だけでなく2点の立体造形を、ｱｰﾄ作品素材は、よく見かけるﾀｲﾙ・陶板・金属だけでなく、自然石・銅板・砂・樹脂・ｶﾞﾗｽ・LEDなどと、変化をもたせました。
これらの目途がついた平成12年6月頃より、全線開業（12年12月12日）に合わせて、これら駅舎ﾃﾞｻﾞｲﾝとﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ作品を紹介する写真集「駅ﾃﾞｻﾞｲﾝとﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ」（A4判、192頁、1万冊）を企画提案し、編集・制作し、販売しました。この写真集販売のPRのために、大江戸線環状部26駅の駅舎完成記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「交通空間の未来」を東大で開催し、TV・雑誌に出演・寄稿してPRに努めました。そのPRの一つとして、開業直後より今日まで、環状部12駅を私の解説付で案内する「12駅見学ﾂｱｰ」を開催して参りました。（写真集の販売目的は早期に達成しましたが、大江戸線の先進的な試みを一人でも多くの皆様に知っていただくために、12駅見学ﾂｱｰを続けております。当初は毎月、現在は不定期に開催）　具体的な内容は、大江戸線環状部26駅の中から、特に優れた12駅を案内しながら、ﾊｰﾄﾞ面の工夫点や駅舎ﾃﾞｻﾞｲﾝとﾊﾟﾌﾞﾘッｸｱｰﾄ等のｿﾌﾄ面の特徴や苦労話を約6時間かけて解説して回るものです。（詳細は、下記の参考1､2をご覧下さい。）第66回よりｱｰﾄ作家や建築家を招いたり、｢12駅見学ﾂｱｰ｣終了後、苦労話（参考３参照）を付加したｾﾐﾅｰを開催することもあります。
参考1： 私が案内する「12駅見学ﾂｱｰ」の紹介(開催日および集合時間・場所など掲載)は、
NMCのHP（www.nmcnmc.jp）の「駅D&PA研究会」欄や「ｾﾐﾅｰｽﾞ」のHP（www.seminars.jp）等でPR、参考2：①私が監修したJDNの大江戸線環状部26駅の写真と文章は、「JDN大江戸線ｱｰﾄ」(“詳細ﾚﾎﾟｰﾄ”)を、また②参加者が作成した｢MACCY通信96｣（“報告書”）、③作者不明ですが「public art大江戸線」(“動画”)をyahoo等にいれて検索すれば、概要がご覧いただけます。
申込先：石村(stone-village@jcom.home.ne.jp)に申込めば、“詳細案内”を添付ﾌｧｲﾙでお送りします。

